
事業概要シート

≪　≫は、29年度の当初予算

≪

【事業の目的・概要・対象】

・ 設備の老朽化 機器の劣化
ＯＳの非対応
修理部品なし

・ 新しい技術への対応 ＬＥＤ　　デジタル化

故障などのトラブルなどを減らし、
様々な演出が行えるようにし、更なる中核施設に

【背景】

担当課 教育委員会文化振興課 問合せ先 0957-53-4111（内線372）

一般財源 4,000 千円

　体育文化センターは、芸術文化活動の拠点となる施設であり、施設がその機能を十分に発揮
し、市や市民が行う活動に支障が出ないように維持管理整備を行う必要がある。

　　さくらホール設備改修
　　　　　照明設備改修　　ＬＥＤ照明対応へ改修
　　　　　音響設備改修　　デジタル音響対応へ改修
　　空調系設備改修
　　　　　中央監視システム更新

 体育文化センターは、築２０年近くが経過し、設備が老朽化してきている部分や、機器の更新、デジタ
ル化など最新の機器への対応などが必要な個所が出てきており、計画的な改修が必要である。

築約２０年　　
課
　
　
　
題

計画的な設備改修が必要

体育文化センター　：　文化・スポーツの中核施設

千円
地方債 36,000 千円
その他 千円

40,000 千円
5,118 ≫

財
源
内
訳

国庫支出金 千円
県支出金

施策： 芸術・文化の振興

事業名： 体育文化センター設備改修事業 拡充 予算額
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【活動指標】

①

②

【成果指標】

①

②

【予算・決算】

40,076 86,066

1次評価 築20年近くとなり、今後、改修は必要である。

フルコスト 0 0 0 5,554 40,436

2次評価 １次評価の意見のとおり

妥当性
(市の関与)

市の施設の改修であり、市が行うべき事業である。

有効性
(施策貢献度)

体育文化センターは、芸術文化活動を行う拠点施設であり、その維持整備は施策に必要なこ
とである。

効率性
(コスト)

今年度設計を行い、今後事業を行う上で検討していく。

0h 0h
嘱託員 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人

時間外勤務 0h 0h

436 1,308
職員 0.06人 0.06人 0.06人 0.18人
人件費 436 436

0
一般財源 1,318 4,000 24,540 29,858
その他

0
地方債 3,800 36,000 15,100 54,900

県支出金

39,640 84,758
国庫支出金 0

事業費 5,118 40,000
年度 H26 H27 H28 H29 H30 H31 合計

目標値

H32
(目標)

設備改修率 目標値 ％ 0 0 30 80 100

指標名 単位
H28

(実績)
H29

(目標)
H30

(目標)
H31

(目標)

目標値

H32
(目標)

2 1改修工事数 目標値 工事数 0 0 1

指標名 単位
H28

(実績)
H29

(目標)
H30

(目標)
H31

(目標)


